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1. Blockchain概論（バリュー／種別と違い） 

2. 三年前(2018年)の各クラウドの状況 

3. Blockchain製品のここ数年の動き 

アジェンダ 

4. 現在の(2021年)の各クラウドの状況 ～ザワつきの正体～ 

5. まとめ 



 資料作成時点(2021年10月上旬)の公開情報に基づいて記載しているた
め 内容が一部異なる場合があります。 
 

 最新の情報については各クラウドの公式サイトをご確認頂きたく思います。 
 

 本プレゼン内容はOCIjp運営事務局の理解に基づいており、 
事実と異なる可能性があることをご了承いただきたく思います。 

 

免責事項 



Data活用の中心はクラウドへシフト 

(出典）Oracle OpenWorld 2019 
     [PRO4985] Oracle Data Integration Cloud：The Future of Data Integration Now 
     CHai Pydimukkala, Senior Director,  
     Monday, September 16, 09:00AM-09:45AM Moscone South Room210にて本人撮影 



クラウドがもたらした３種の神器 

AI 

IoT 

Blockchain（以降BC） 



BC=信頼できる企業間データ共有/連携基盤 

小さなデータをブロックに格納 

ブロックを暗号化 

ブロック間をチェーンで結合 

第三者機関は不在 

参加者全員で 

台帳(チェーンされたブロック)

を分散管理することで 

信頼性を担保 

出典：経済産業省「ブロック
チェーン技術を利用したサービス
に関する国内外動向調査」 
 
http://www.meti.go.jp/pre
ss/2016/04/20160428003/
20160428003.html 



BCのバリュー 

トラストレスな関係者間で以下を自動実現 

価値移転 
 

ブロックチェーン上の真正な 
情報を参加者間で交換（価値を
移転する）かつ履歴を記録する

ユースケース 

価値証明 
 

改ざんが困難なブロックチェーン上 
に情報（価値）を登録することで 

情報の真正性を証明する 
ユースケース 



3年前の2018年：Eth／HLFの席捲 

（出典）Horses for Sources 
 
https://www.horsesforsour
ces.com/top-5-blockchain-
platforms_031618  
 
The top 5 enterprise 
blockchain platforms you 
need to know about 
 
March 16, 2018 
Phil Fersht 



Eth／HLFの技術的な違い 

Blockchain Network 

台帳 

台帳 

台帳 台帳 

台帳 

台帳 

台帳 台帳 

台帳 

Ethereum Hyperledger Fabric 

・Ethereumは完全なP2P型ネットワーク構成(シングルポイント無し) 

・パグリック型を志向している 

・メンバーシップ管理機能を持たない 

・あらゆるユーザが台帳にアクセス可能 

・暗号化機能も持たない(ユーザが暗号化を独自に実装することは可能) 

・パブリック型を志向している為、コンセンサスアルゴリズムは 

 PoWであったが、コンソーシアム型/プライベート型のニーズを鑑み 

 PoAによる高速アルゴリズムが登場した（2018/8/10～） 

・Hyperledger Fabricはスーパーノードがある(Orderer) 

・中央集権型の要素が色濃くでている 

・メンバーシップ管理機能を保有している 

・許可したユーザのみ台帳にアクセス可能(アクセスできる台帳の制限も可） 

・暗号化機能も保有している 

・トランザクション処理性能はEthereumより高い 

・ブロック確定の高速化も検討されており、この点も中央集権型を 

  志向していることが良く分かる 

 

Peer&msp 

Orderer 

Peer&msp Peer&msp 

Peer&msp 

Blockchain Network 



Blockchainサービス化の背景（推察） 

インフラ目線でのBCの魅力 
 

・耐久要害性が高い 
・ノード追加によるスケーラビリティが確保可能 

構築実装はハードルが高い 
 

・インストール＆セットアップ 
・台帳の公開にあたってのセキュリティの確保 

・運用／保守 

Blockchainサービス 



各クラウド側の取り組み：2018年 
 IBMはFoodTrust（SaaS）で存在感を示し、いち早くBaaSをローンチ 
 続いてAzureがプレビュー版としてサービス化に成功 
 OCIは2018年6月よりサービス開始（当時の名称はOracle Blockchain Cloud Service） 
 GCPは新しいDLTソリューション提供計画発表 

AWS Azure GCP IBM Cloud OCI 

サービス名 Amazon Managed 
Blockchain 

Azure Blockchain 
Service 

新しいDLTソリューション
提供計画発表 
※DLT（分散型台帳技術） 

IBM Blockchain 
Platform 

Oracle Blockchain 
Cloud Service 

種類 Hyperledger Fabric Quorum 
- Ethereumのフォーク 
- PermissionedNetwork 

・Bitcoin 
・Ethereum 
・Hyperledger Fabric 

Hyperledger Fabric Hyperledger Fabric  

特徴 ・Hyperledger Fablic
をカスタマイズして、フルマ
ネージドサービスとしてサー
ビス提供している 
・Ethereumを現在準備
中 

・Quorumをカスタマイズして、
フルマネージドサービスとして
サービス提供している 
・Cordaを現在準備中 

・新しいDLTソリューション
（パートナー：Digital 
Asset、BlockApps） 
・マーケットプレイスでの
オープンソース統合 

・Hyperledger Fablicを
カスタマイズして、フルマネー
ジドサービスとしてサービス提
供している 
・Entry, Enterprise, 
Enterprise Plus の3プラ
ンを用意 

・Hyperledger Fablic
をカスタマイズして、フルマ
ネージドサービスとしてサー
ビス提供している 

（ABC順） 



Hyperledger Fabricの動向 

 2016年：v0.6.0（プレビュー版） 
 

 2017年：v1.0.0（メジャーバージョン） 
 

 2018年：v1.4.0（Long Term Support版） 
 

 2019年：v2.0.0（α版） 
 

 2020年：v2.2.0 （Long Term Support版） 
 

 2021年：v2.4.0（α版） 
 

 開発継続中 

 ●Linux Foundationが管理するオープンソースのブロックチェーン基盤 

（出典）
https://www.hyperledger.org/blog/2019/01/10/introducing-
hyperledger-fabric-1-4-lts 

The pace of blockchain development and deployment is 
accelerating. Fortunately, so too is the scale and maturity of the 
community and technology at the core of Hyperledger Fabric. 
With an eye towards the growing rollout of production Fabric 
networks, we are pleased to introduce Fabric v1.4 LTS, our first 
long term support release.  



Ethereumの動向 

 2015年：Frontier（初のβ版） 
 

 2016年：Homestead （メジャーバージョン） 
 

 2017年：Metropolis  Byzantium （メジャーバージョン） 
 

 2019年：Metropolis  Constantinople（メジャーバージョン） 
 
ConsenSys社を軸に大きな動きあり！ 
 
 2019年12月：Hyperledger BESUがGA（Enterprise Ethereum） 

Hyperledger配下のOSSとしてConsenSys社中心で開発された（旧称Pantheon：Ethereumのフォーク) 
 

 2020年8月：Quorum（ Ethereumのフォーク）がJ.P.MorganからConsenSys社に譲渡された 
 

 ●Ethereum Foundationによってオープンソースプロジェクトとして開発が進められている 



各クラウド側の取り組み：2021年 
 AWSはEthereumをサービスラインナップに追加 
 IBMはいちはやくHylerledger Fabricのv2系のサービス化を開始 
 OCIはサービス名称を変更。かつOCIに最適化（Oracle Blockchain Platform Cloud Service） 
 ブロックチェーンの主要なオープンソース プラットフォームである EOS コミュニティに参加 
 Azureはサービスを停止（次ページ） 

AWS Azure GCP IBM Cloud OCI 

サービス名 Amazon Managed 
Blockchain 

Azure Blockchain 
Service 
→停止 

ブロックチェーンの主要な
オープンソース プラット
フォームである EOS コミュ
ニティに参加し、ブロック 
プロデューサーになった 

IBM Blockchain 
Platform 

Oracle Blockchain 
Platform Cloud Service 
→名称が変更となり、OCIに最
適化された 

種類 Hyperledger Fabric 
Etherumが追加された 

Quorum Block.one によって開発さ
れた EOSIO プロトコルと 
EOS パブリック ブロック
チェーンの基盤 

Hyperledger Fabric Hyperledger Fabric  

特徴 ・Hyperledger 
Fablic/Ethereumをカス
タマイズして、フルマネージド
サービスとしてサービス提供
している 

 
 
 
－ 

・GCPはBlock.one や他
の企業による DLT ネット
ワークの開発、運用を支援。
Confidential 
Computingなど、GCPは 
DLT アプリケーションに最適
なサービスを提供。 

・Hyperledger Fabric
のv2系を利用可能 
・所定のKubernetes環
境を用意すればプライベー
トもしくは他クラウド環境に
もデプロイすることができる 

・Hyperledger Fablicをカスタ
マイズして、フルマネージドサービス
としてサービス提供している。・
OCIデータセンターの複数のアベ
イラビリティドメインもしくはフォルト
ドメインをまたいだ自動デプロイと
レプリケーション 

（ABC順） 



ザワつき①：AzureのBCサービスの停止 

（出典）https://azure.microsoft.com/ja-jp/services/blockchain-service/ 



ザワつき①：AzureのBCサービスの停止 

（出典）https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/blockchain/service/migration-guide 



ザワつき②：BCの社会実装へのチャンス 

 ● 2020年10月26日の菅首相の所信証明演説 

 菅義偉首相が国内の温暖化ガスの排出を2050年までに「実質ゼロ」とする方針を表明したことで 
「カーボンニュートラル」に注目が集まりました。 

 Blockchainテクノロジーは価値証明／価値移転に関して優れた効果を発揮します。 
 脱炭素をキーワードに社会実装への貢献が期待され、今後も重要度の高い技術と考えています。 

（出典）https://www.env.go.jp/earth/ondanka/mechanism/carbon_offset/mats/ca_cs.pdf 



こちらの見解 

 ● Blockchainは今後の有望な技術である 

 ● サービスの継続力とサポート力があり、そしてコストコンシャスなクラウド基盤を選択が重要 

・OracleはHylerledger Fabricプロジェクトに参画しています。 
・その貢献や実績を活かしてHylerledger Fabric独自の機能を施した 
 OCIのBlockchainはサービスで私たちは最適なソリューションを 
 創っていけると考えています。 



補足：Hyperledger Fabricの実装の違い 

標準のHLF 

 
 
 
 

 
 
 
 

ユーザ 

Web/Applicationサーバ 
 
 
 
 

Membership 
(Fabric ca) 

 
 
 
 
台帳 

 

- LevelDB 

- CouchDB 

 

StateDB 

Orderer 
 
 アプリ 

 
 

Hyperledger 
Fabric SDK 

Blockchain Network 

grpc 
- LevelDB(ﾃﾞﾌｫﾙﾄのKey/ValueDB) 

- CouchDB(ｵﾌﾟｼｮﾝとして変更可能なDB) 
   全履歴ﾃﾞｰﾀ検索等のﾘｯﾁｸｴﾘをｻﾎﾟｰﾄ 

Peer 

Chain-code 

B1 B2 B3 B4 

Oracle Blockchain Platform 
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Web/Applicationサーバ 
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台帳 

Orderer 
 
 アプリ 

 
 

Blockchain Network 

Peer 

Chain-code 

B1 B2 B3 B4 

 
 
 
 

 
 
 
 

REST Proxy 
 
 
 

Hyperledger 
Fabric SDK 

 

 

Berkeley 

DB 

 

HistoryDB 

①SDKﾊﾞｰｼﾞｮﾝ管理負荷改善 
   ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発の簡易化 

③全履歴ﾃﾞｰﾀ参照性能改善 
  ﾃﾞｰﾀ活用範囲の拡大 

②トランザクション特性の改善 

REST 

※従来型のgrpc通信による 
構成を組むことも可能 

StateDB 

Oracle Cloud 

Oracle Cloud認証 



ディスカッション・テーマ 

 ● OCIのBlockchainサービスの今後の展望 

 ● 社会を支えるクラウド基盤の使命／ミッションについて 

 ● Blockchain技術の今後の適用先や展望について 



OCIの有用な技術情報のありか 
 OCIチュートリアル  OCI活用事例集 

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/ https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/ 

 Oracle LiveLabs 
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home 

 Oracle Cloudウェビナー 

https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocidocs/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://oracle-japan.github.io/ocitutorials/
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/dbpm/r/livelabs/home


ユーザグループ「OCIjp」 
https://fullenergy-oci.connpass.com/ 

 座談会・LTにお気軽に
ご参加下さい！！ 

 お待ちしております。 

 これからも継続参加を 
お願い致します。 

 パブリック・クラウド
を盛り上げていくのは 
やはりユーザの気持ち 
が一番大事です！ 

 アンケートの回答もぜ
ひお願いします。 

https://fullenergy-oci.connpass.com/
https://fullenergy-oci.connpass.com/
https://fullenergy-oci.connpass.com/
https://fullenergy-oci.connpass.com/
https://fullenergy-oci.connpass.com/


 （出典）写真は#OOW19において本人撮影 


